
明細書 Lint 1.3.3 の使用説明書 

令和６年８月１０日 綾木 健一郎 

１．何をするものなのか 

 明細書 Lint は、特許の明細書原稿の細かな不具合を検査するものです。WORD を起動して、所望の

明細書ファイルを開きます。AppLint リボンの各機能ボタンをクリックして、細かな不具合部分にコメ

ントやマーカを表示させ、その部分を修正します。WORD 画面上で編集中に明細書 Lint にてシームレ

スにチェック可能です。 

 

 

 請求項／明細書符号／サポート要件／明細書文章の主要機能と、40x50、36x29、認証、消去の補足的

機能があります。 

 「請求項」は、請求項を検査するものです。「明細書符号」は、明細書の符号を検査するものです。「サ

ポート要件」は、請求項の構成が実施形態に記載されているかを検査するものです。「明細書文章」は、

明細書の文章について検査するものです。 

 「40x50」は、各ページを出願時の形式である４０文字×５０行に設定するものです。「36x29」は、

各ページを審査請求書の庁提出時の形式である３６文字×２９行に設定するものです。「消去」は、検査

結果のマーカやコメントを消去するものです。 

 

２．動作環境 

・OS は、Windows 10 32bit 版、Windows 10 64bit 版、Windows 11 の何れかです。 

・Office365 同梱の Word または Word2019 で動作します。 

・ネットワークに接続可能な環境であることが必要です。 

 

３．インストール 

（１）setup.exe をダブルクリックして起動させます。「次へ」ボタンをクリックすると次の画面に遷移

します。 

 



 

（２）インストールフォルダの選択画面です。インストールフォルダ、インストール対象のユーザとも

にデフォルトのままで問題ありません。 

 



（３）インストールの確認ダイアログにて次へボタンをクリックすると、インストールが開始します。 

 

（４）プログレスパーの進捗を暫く待ちます。確認ダイアログが表示されることもあります。 

 



（５）このダイアログが表示されると、インストールは終了です。 

 

 

４．各機能の紹介 

４．１．請求項 

 ･･･ 請求項の記載を検査します。具体的には以下です。「請求項」の検査結果は「消去」機能で消

去してください。 

（１）先行詞（前記されている名詞に先行する名詞）が欠落していないかを検査します。前記されてい

る名詞よりも前に、先行して記載されている名詞がなければ Word のコメントで警告します。 

【請求項のチェック例１】 

 

上記例では、「前記接続腕」が前記されていないことを警告しています。 

 

 



・前記のチェック結果 

マーカの色 コメント 意味 修正の必要性 

有する圧電振動

片と、 

 前記付き名詞より前に記載された名詞（先

行詞）。 

 

前記圧電振動片

を囲む 

 前記付きの名詞で、正常に記載されている

もの。 

 

前記送信部  前記付きの名詞で、複数の名詞が先行して

記載されているもの。 

修正した方がよい 

前記接続腕 前記されていない 前記付きの名詞で、これより前に記載され

ていないもの。 

要修正 

 

（２）「おいて書き」ののチェック 

・請求項の冒頭に記載されている「…において、」のことをプリアンブルといいます。おいて書き

に記載されている名詞と、発明の対象である請求項の末尾に記載されている名詞とは一致してい

なければ不明確とされるおそれがあります。 

【請求項のチェック例２】 

 

上記例では、プリアンプルの「再配信サーバにおいて」は、請求項１の末尾の「映像再配信サーバ」

と相違しているため、AppLint はこの相違を警告しています。 

請求項のチェック例２にて、請求項２の末尾の発明の名称「再配信サーバ」は、請求項２が引用する

請求項１の末尾の発明の名称「映像再配信サーバ」と相違しているため、警告しています。 

・プリアンブルのチェック結果の例： 

マーカの色 コメント 意味 修正の必要性 

再配信する再配

信サーバにおい

て、 

プリアンブルには

「映像配信サーバ」

を記載 

「～であって、（改行）」「～において（改

行）などと記載されたプリアンブル部分

と、発明の名称との不整合。 

修正した方がよい 

 

 



 ・発明の名称のチェック結果： 

マーカの色 コメント 意味 修正の必要性 

映像再配信サー

バ 

 発明の名称で、正常に記載されているも

の。 

 

再配信サーバ 発明の名称または要

素が請求項 1,2 と相

違 

引用先との不整合あり。 要修正 

 

（３）請求項の引用部は以下を検査し。これらに違反している場合には Word のコメントで警告します。 

・請求項の引用関係が正当か否か。具体的には自身よりも若い番号の請求項を引用しているか。 

・請求項を択一的に引用しているか。 

・マルチマルチクレームではないか。 

・同一発明のカテゴリの請求項だけを引用しているか。 

 

・引用部のチェック結果の例： 

マーカの色 コメント 意味 修正の必要性 

請求項１に記載

の 

 引用部で、正常に記載されている。  

請求項１～２に

記載の 

請求項が択一的に引

用されていません 

択一的に引用されていない。 要修正 

請求項３記載の 引用する項番号(N)

が不正 

引用先が不正。 要修正 

請求項１から請

求項６の何れか

一項に記載の 

マルチマルチクレー

ム 

マルチマルチクレームの記載。 出願日が令和４年

４月１日以降なら

ば要修正 

 

  



４．２．明細書符号 

 ･･･ 符号の記載をチェックします。符号に対して要素名が一意に記載されている場合 

 

マーカの色 コメント 意味 修正の必要性 

番組表１０  符号に対して要素名が一意に記載されて

います。 

 

番組リスト１０ エラー「番組表１

０」 

符号に対して要素名が一意に記載されて

いません。コメントで修正候補が提示され

ています。 

要修正 

番組表は  要素名が単独で記載されている可能性が

あります。 

要検討 

 

４．３．サポート要件 

 ・・・ 請求の範囲の用語が実施形態にサポートされているかをチェックします。 

 

 

マーカの色 コメント 意味 修正の必要性 

放送局  実施形態にサポートされています。  

利用者端末 未サポート:利用

者端末 

実施形態にサポートされていません。 要修正 

 



４．４．明細書文章 

 ･･･ 明細書の文章をチェックします。 

・文章の長さが１００文字を超えるものを警告します。 

・主語が記載されていない文章を警告します。 

・日本語の文章の読点の代わりにカンマが使われていることを警告します。 

・英数字の区切りに読点が使われていることを警告します。 

・行頭にスペースが記載されていない箇所に警告します。 

・パラグラフ末尾に句点が記載されていない箇所に警告します。 

 

【文章の長さの警告・主語無しの警告】 

 

【読点の記載エラーの警告】 

 

【カンマの記載エラーの警告】 

 

【文末の句点無しの警告】 

 

 

４．５．消去 

「消去」･･･マーカとコメントを消去します。 



４．６．40x50 

「40x50」・・・４０文字５０行の書式に変更します。その際、インターネット出願ソフトに掛けら

れるように出来るだけ修正します。ブックマーク，巻末注，脚注，ハイパーリンク，コントロールを削

除し、変更履歴とフィールドはテキストに修正します。段落は左揃えとし、インデントは全角スペース

に変換します。フォントスタイルは下線と上付き／下付きを除いて修正します。 

４．７．36x29 

「36x29」・・・３６文字２９行の書式に変更します。その際、インターネット出願ソフトに掛けら

れるよう、出来るだけ修正します。 

「認証」・・・現在の認証状態を表示します。5 

５．作者への連絡方法 

Linkedin：https://www.linkedin.com/in/ken-ichiro-ayaki-965b2a8a/ 

Mail: kenichiro_ayaki@users.osdn.me 

 

６．配布ファイルとその構成 

 

７． 履歴 

ver.1.3.1.0 … リリースの初版 

ver.1.3.3  … 表示の高速化 

 

以上 


